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新たな都市地域交流の
きっかけ
南富良野町跡見学園女子大学
図１　本事業におけるインターンシップの目的・狙い
著者作成
─ 127 ─
2017　地域連携事業報告
た。
　また、学生の感想でもあったように、地域の方々との交流ができなかったことも、今後の課題と言える。
【大学におけるインターンシップの目的・狙い（再掲）】
①現場における地域コミュニティの問題・課題に触れる
②地域の活動団体・グループと一緒になって、その解決方策を考える
③さらに、解決や将来像実現に向け、地域と一緒になって取り組む
（2）南富良野町としての評価
　南富良野町としての評価については、短期的な目的と長期的な目的があるため、特に長期的な目的についての評価
は今後に委ねることになるが、短期的な視点で見ると、以下のように評価できると思われる。
　以下の目的・狙いに掲げる①については、今回のインターンシップでは、本来実施する予定であった平成28年８月
では４名の参加が予定されていたが、３月実施では11名となり、７月には結果10名となったが希望者は30名を超え、
学内でも認知が高まっており、交流人口という視点では確実に広がっている。
　一方で、短いインターンシップであったことから、②や③の地域の問題・課題を理解してもらうことに留まってお
り、本来の成果までいっていないが、今後、大学の側で引き続き検討していくことで、成果に結びつくものと思われ
る。また学生の感想・アンケート調査結果でも見られるように、インターンシップを通じて、地域課題解決方策や地
域ブランド形成に向けた提案、イベントの企画運営などを行ってみたいと考えている学生が多いことからも、そうし
た成果に結びつくことが期待される。
　④の情報発信についても、今回は特にそうした指示を行わなかったため学生の個人的な情報発信（SNS 等）に留
まった。
【南富良野町におけるインターンシップ受入の目的・狙い（再掲）】
①交流人口拡大から将来的には二地域居住人口拡大→移住・定住人口拡大に繋げる
②地域の問題・課題解決方策を新たな視点で検討する
③地域の宝や地域資源を、新たな視点で再評価、発掘＝地域の質の向上に繋げる
④都市における地域情報発信（SNS 等）の機会を増やす
（3）今後の学外実習に向けて
　大学として目指すことは学外実習として良好なフィールドを確保することであり、南富良野町にとってはインター
ンシップを通じて南富良野のことを考える都市の女子学生を確保すること、さらに何度も地域に訪れる学生、学生が
新たに後輩を連れてくるなど、まさに単なる観光に留まらないより関係の濃い交流人口を拡大することである。この
ような交流人口の中から、二地域居住や、やがては移住・定住の可能性が高まっていくことと期待される。
　今回実施された学外実習事業の評価及び反省点を踏まえ、南富良野町で学外実習を経験した学生が、さらにコミュ
ニティデザインや地域振興に関する学びの関心を高め、引き続き南富良野町でのフィールドワークを重ねたいと思う
学外実習とするためには、以下のような学外実習・プログラムの充実を図ることが求められる。
①行政ならびにまちづくり・地域活動団体・グループ、町民との多様な交流機会の拡大
　南富良野町の自然やアウトドア体験は都市の女子学生にとって憧れであり感動をもたらすものであるが、これだ
けでは北海道の中からあえて南富良野へというモチベーションとしては弱い。学生の感想にもあるように実際にそ
の地域に暮らす人からの話や交流を通じて、よりその地域への愛着が高まり、また来たいという感動に繋がってい
る。さらに単に話を聞くだけでなく、学生が考えてきた地域活性化案などを題材としたワークショップなど、双方
向の交流となるような機会とすることが重要である。
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　またその対象も、農業者（女性・若手農業者）、商工業者、アウトドア業者、地域起こし協力隊や新たに起業し
た新規転入者、高齢者（地域の歴史や文化を知る）、高校生や中学生など、多様な主体とすることが期待される。
②テーマ設定、課題設定による事前準備（大学）の取組の拡充
　１週間から10日間程度の短期間の学外実習でそれなりの成果を上げるためには、それなりの事前準備が必要であ
る。特に学生にテーマを与え、それについて他地域の取組はどうなっているのか（先進地事例調査）を行いながら、
南富良野町の特徴や地域特性にあてはめてみるなどの研究活動を行った後、学外実習に参加し、現地で検証すると
いうパターンを継続することが重要である。大学においてはこうした取組の蓄積が次年度の学生に引き継がれ、よ
り地域に密着した提案となっていくことが期待され、これは地域においてもより現実的な南富良野ならではの活性
化方策に繋がっていくものとして期待される。
③地域の人を交えたワークショップの実施
　①のなかでも触れているが、より密度の濃い交流とするとともに、②に掲げた事前研究を含む学生の提案をベー
スに、行政職員や地域振興に関わる方々、また農林業者や商工業者、女性グループや中高生などテーマに応じた多
様なワークショップを開催し、学生自身は自らの考え方を検証しながら、地域の人と一緒になって活性化のアイ
ディアを作り上げていくという機会を得ることが、大学として期待する学びの場としては最も有効なものである。
　こうした受入は地域の負担も大きくなるが、これからの住民自治の流れとしては重要な機会となると思われる。
町の住民自治、住民参画のまちづくりの流れの中に、学外実習事業を組み込んでいくことができないか検討が必要
である。
④複数回（最低年２回）の学外実習プログラムの検討
　北海道の自然は夏と冬で大きくその様相を変えるため、本来は年間を通じたインターンシップとなることが期待
される。少なくとも夏と冬の２回程度実施できると学生の地域資源の発見や地域振興の提案もより具体的、地域の
実情に合ったものとなる。
５－４．終わりに
　今回の学外実習では、学生の旅費・交通費、宿泊費の負担を南富良野町地域協議会のインターンシップ事業として
助成を頂き実現したものであり、大学としては今後も継続した支援を望むものである。しかしながら、学生がこうし
た支援があるから参加するということではなく、費用を掛けてでも学外実習に参加したいと思えるようなプログラム
にしていくことが、最重要であると考える。
